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１．一般国道１５３号伊南バイパスの事業概要

（１）事業目的

－ １ －
起点側から終点側を望む

至 飯田

至 塩尻

長野県全図

N

凡例

伊南バイパス

高規格幹線道路

一般国道（直轄）

伊 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

完成供用
凡例

伊南バイパス
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道

暫定供用 未供用完成供用

N

N

一般国道１５３号伊南バイパスは、長野県上伊那郡飯島町本郷から長野県駒ヶ根市赤穂に至る延長９．２ｋｍのバイパスであ

り、長野県からの権限代行を受け、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、救急医療活動の支援や生活環境の改善を目的に計画

された道路です。

飯島町本郷から飯島町田切の３．２ｋｍと駒ケ根市赤穂市場割から駒ケ根市赤穂の４．２ｋｍについて暫定２車線開通済であ

り、交通渋滞の緩和や生活環境の改善に寄与しました。

残る区間の並行する現道等には線形不良箇所、冬期路面凍結箇所が存在するなど多くの課題があり、引き続き事業を推進

することで、線形不良箇所の回避等の効果を見込んでいます。

いなん ながの かみいな いいじままちほんごう ながの こまがね あかほ

いいじままち ほんごう こまがね あかほ いちばわり こまがね あかほ

平成２７年１２月撮影

駒ヶ根IC

松川IC

伊那IC

天竜川

中央自動車道

至

飯
田

至

塩
尻

松川町

中川村

飯島町

駒ヶ根市

宮田村

伊那市

一般国道１５３号
伊南バイパス 延長９．２ｋｍ
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一般国道１５３号
伊南バイパス

写真①

写真①

暫定２車線
開通済

延長３．２ｋｍ

暫定２車線
開通済

延長４．２ｋｍ
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町
田
切
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暫定2車線
H30開通予定
延長１．８ｋｍ



－ ２ －

（２）計画概要（伊南バイパス）

伊南バイパスは、平成９年度に事業化し、平成２６年度迄に飯島町本郷から飯島町田切の３．２ｋｍと駒ケ根市赤穂市場割か

ら駒ケ根市赤穂の４．２ｋｍが暫定２車線で開通しています。

事業名
一般国道１５３号

伊南バイパス

道路規格 第３種第２級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 暫定２車線（完成４車線）

都市計画決定 平成９年度

事業化 平成９年度

用地着手年度 平成１０年度

工事着手年度 平成１３年度

延長
（平成２７年度末）

９．２ｋｍ
（うち暫定２車線開通済７．４ｋｍ）

前回の再評価
平成２５年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ４１２億円（増減なし）

Ｂ／Ｃ ２．１

１．一般国道１５３号伊南バイパスの事業概要

標 準 断 面 図

いいじままちほんごう こまがねし あかほ いちばわり

こまがねし あかほ

いいじままち たぎり

飯島町 駒ヶ根市

宮田村至

飯
田 至

塩
尻

一般国道１５３号
伊南バイパス 延長９．２ｋｍ（

起
点
）長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
本
郷

（
終
点
）長
野
県
駒
ケ
根
市
赤
穂

な
が
の

か
み
い
な

い
い
じ
ま

ほ
ん
ご
う

な
が
の

こ
ま
が
ね

あ
か
ほ

飯島町役場

駒ヶ根市役所

南田市場土地
区画整理事業

中央自動車道

駒ヶ根ＩＣ

平成２４年１２月
２車線開通済
延長２．４ｋｍ

平成２６年１１月
２車線開通済
延長０．８ｋｍ

平成１９年１２月
２車線開通済
延長１．３ｋｍ

平成１５年１２月
２車線開通済
延長１．７ｋｍ

昭和６３年
２車線開通済
延長１．２ｋｍ

■開通区間

至 飯田

至 塩尻

N

中川村

N写真①

写真①

平成２７年１２月撮影

単位：ｍ＜土工部＞ ＜橋梁部＞

凡例

伊南バイパス
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道

暫定供用 未供用完成供用

平成３０年
暫定2車線
開通予定

延長１．８ｋｍ



２．評価の視点
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

① 交通渋滞の緩和

■国道１５３号現道では、交通集中による渋滞が発生し、日常生活
に影響を及ぼしていました。

■駒ケ根工区の全線供用により、現道の交通がバイパスに転換し、
駒ケ根市内の渋滞が緩和されました。

② 交通安全の確保

■国道１５３号現道の飯島町内は、伊那谷特有の河岸段丘により、
急激な起伏や線形不良箇所が多く存在しています。

■飯島工区の一部供用により、線形不良箇所や冬期路面凍結箇所
などが回避可能となり、安全・安心の交通が確保されました。

■残り区間も線形不良箇所や冬期路面凍結箇所があり、供用によ
り、さらに安全・安心の交通が確保されます。

■駒ケ根工区供用前後の国道１５３号現道（駒ケ根市）の交通状況

駒ヶ根市

駒ヶ根市役所

平成１９年１２月
２車線開通済
延長１．３ｋｍ

平成１５年１２月
２車線開通済
延長１．７ｋｍ

昭和６３年
２車線開通済
延長１．２ｋｍ

一般国道１５３号 伊南バイパス 延長９．２ｋｍ

線形不良箇所：
自動車がカーブ区間でも直線部と同

様、安定した走行ができることが困難と
なる区間
（平面曲線半径R=150以下の箇所）

H25.2.5（火）（飯島町本郷）

■国道１５３号現道の線形不良箇所および冬期路面凍結箇所

－ ３ －

平成２５年２月撮影

写真①（開通前）

写真①

写真①（開通後）

写真②（開通前）

写真③（開通後）

写真②

至

飯
田

至

塩
尻

宮田村

飯島町

駒ヶ根工区飯島工区

N

駒ヶ根市
飯島町役場

一般国道１５３号 伊南バイパス 延長９．２ｋｍ

写真③

至

飯
田

至

塩
尻

飯島町

駒ヶ根工区飯島工区

N

平成２４年１２月
２車線開通済
延長２．４ｋｍ

平成２６年１１月
２車線開通済
延長０．８ｋｍ

線形不良
箇所

冬季路面
凍結箇所

駒ケ根中⼼街の
慢性的な渋滞が解消

慢性的な渋滞により
消防⾞の活動に⽀障 凍結による⼤型貨物のスリップ事故が発⽣

この事故の影響により
国道１５３号４時間通⾏⽌め

平成２５年７月撮影

平成１８年撮影

平成１８年撮影

【沿線住民の声】

• トレーラー事故で、４時間通
行止めとなった。バイパスが
なかったら、大渋滞が発生し
たと予想され、バイパスの効
果はとても大きい。

• 国道１５３号現道は日陰とな
り、雪がなかなか溶けず、昔
から凍結区間が鬼門だった。

至 飯田

至 塩尻

至 飯田

至 塩尻

至 飯田

至 塩尻
至 飯田

至 塩尻



２．評価の視点
③ 救急医療活動の支援

■所要時間の短縮、急カーブ区間の回避により、救急医療活動の
支援に繋がっています。

■全線開通により、残る急カーブ区間の課題も解消され、さらに消
防・救急活動の支援となることが期待されます。

④ 生活環境の改善

■駒ケ根工区の全線開通、飯島工区の一部開通により交通がバイ
パスに転換し、騒音が環境基準を下回りました。

■現道の交通量の減少により、学童の通学時の安全が確保されま
した。

■救急搬送時の患者への負担軽減 ■国道１５３号現道の生活環境の改善

－ ４ －

アクセスルート

＜伊南バイパス＞

未整備時

現状

全線開通時

至 飯田

至 塩尻

箇所Ａ
供用前：H18道路環境センサス
供用後：H25.1（飯田国道）
箇所Ｂ
供用前：H14.12（駒ケ根市調査）
供用後：H21.11（飯田国道）

平成２６年１１月撮影 平成２７年１１月撮影

平成２７年１１月撮影

駒ヶ根市

飯島町役場

一般国道１５３号 伊南バイパス 延長９．２ｋｍ

至

飯
田

至

塩
尻

飯島町

N

伊那中央病院
（第三次救急医療）

写真①

【南消防署の声】

• 患者の負担は確実に軽減されて
いると感じる。

• 田切地区への消防活動はしやす
くなった。前回開通と合わせ、３～
４分程度短縮していると思う。

• 現道のカーブ区間では処置がし
にくかった。バイパスでは安定し
て処置が行えるようになった。

写真①（開通後）

「曲線走行時に掛かる横Ｇ
が0.15G以上あると、最高
血圧の変動量が10mmHg 
を超過し、搬送患者へ影
響を与える可能性がある」

（「地域の医療を支援する道路
構造の分析・評価」第27回日本
道路会議）

＜横加速度調査結果＞

所要時間：民間プローブデータ（Ｈ27.9）
昼間12時間平均速度）より算出

横加速度：プローブ調査結果（Ｈ26.12.3）
国道153号下り線を規制速度にて走行）

上伊那広域
消防本部

伊南 南消防署

約35分

約31分

約29分

‐0.3

‐0.2

‐0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

全線開通により、
残る急カーブ区間
の負担を回避

バイパス開通により、
患者への負担が懸念
される横加速度が
⼤きく減少

横
加
速
度
（
Ｇ
）

至

塩
尻

至

飯
田

一般国道１５３号 伊南バイパス 延長９．２ｋｍ

写真②（開通前） 写真②（開通後）

写真②

飯島町役場
飯島町

駒ヶ根市

駒ヶ根市役所

箇所Ｂ
箇所Ａ

【教育委員会の声】
現道の交通量が減少し、横断の際の危険性が低減しました。

＜騒音調査結果＞

＜学童の通学状況＞

50
55
60
65
70

箇所Ａ 箇所Ｂ

開通前 開通後ｄＢ

夜間環境基準６５ｄＢ

平成２４年１２月
２車線開通済
延長２．４ｋｍ

平成２６年１１月
２車線開通済
延長０．８ｋｍ

平成１９年１２月
２車線開通済
延長１．３ｋｍ

平成１５年１２月
２車線開通済
延長１．７ｋｍ

昭和６３年
２車線開通済
延長１．２ｋｍ

N

至 塩尻 至 塩尻

至 飯田 至 飯田

⼤型⾞利⽤も
多く危険

現道の交通量
が減少し、学童
の安全が確保

駒ヶ根工区飯島工区



２．評価の視点

－ ５ －

⑤ ストック効果事例（企業の物流効率化、生産性向上を支援）

■伊南バイパス沿線の駒ヶ根市や飯島町では、工業団地の企業立地面積が年々増加しています。
■飯島町の工業団地では平成２２年に味噌の国内販売数量全国第３位の企業が加工工場を拡張、駒ヶ根市の工業団地では平成２８年５月に自動

車関連企業が立地協定を結ぶなど、新たな企業が立地予定です。
■全線開通により、周辺企業の更なる物流効率化及び企業立地を支援することが期待されます。

■駒ヶ根市・飯島町の工業団地立地状況

分譲中
分譲中

柏⽊⼯業団地
（H27企業進出）

完売
（Ｈ19）

分譲中

駒ケ岳スマートＩＣ（仮称）
（平成29年度開通予定）

完売
（Ｈ4）

完売
（Ｈ18）

完売
（Ｈ11）

中⽥切⼯業団地
（Ｈ22） 完売

（Ｈ19）

駒ヶ根市

飯島町役場

至

塩
尻

飯島町

写真①

至

飯
田

駒ヶ根市役所

上の原⼯業団地
（H28企業進出）

駒ヶ根ＩＣ

伊南バイパス 平成30年度開通予定

• 中田切工業団地には、味噌の国
内販売数量全国第３位の企業の
工場が立地

• 本企業は、中央自動車道により
３大都市圏へ商品を発送

• 平成２２年に工場を１．５ｈａから
７．５ｈａに拡張

駒ヶ根IC

■伊南バイパス周辺工業団地の企業立地面積の推移

30
40
50
60
70
80
90

H14 Ｈ18 Ｈ25 現在 全線

開通後

企業立地面積（ha）

H15
開通

H19
開通

H26
開通

H30年度開通予定
（全線開通） さらに

増加が期待

S63
開通

出典：⻑野県⼯場適地ガイド、駒ヶ根市・飯島町ヒアリング結果

■上の原工業団地に新規企業が立地（H28.5)

事業の効率化
⽣産性の向上

国道153号バイパス整備により
伊那⾕地域の南北軸の
アクセス性が向上

＜H28.5 新規⽴地企業＞
飯⽥市、伊那市に点在する営業所及
び事業所を上の原⼯業団地に

移転・集約

伊南バイパス周辺⼯業団地
へ企業進出

上の原⼯業団地

伊那市

駒ヶ根市

飯⽥市

営業所の集約

営業所・事業所
の集約・移転

伊南バイパス

⾄ 名古屋

■中田切工業団地の企業立地状況

N

平成２７年１２月撮影

至

塩
尻

至

飯
田

⾄ 塩尻



至

飯
田

車両迂回路

米俵マラソンコース

２．評価の視点

－ ６ －

⑥ ストック効果事例（地域活性化の支援）

■国道１５３号現道を利用した「世界でここだけ！！魅力いっぱい米俵マラソン！！」の第３回が平成２７年１１月２９日に開催されました。伊南バイパ
スの一部が開通したことで、平成２５年より現道を利用したイベントができるようになりました。

■伊南バイパス沿線では、平成２８年７月１６日に「道の駅 田切の里」が開駅しました。
■伊南バイパス全線開通と道の駅の開駅が相まって、地域産業の活性化が期待されます。

■国道153号現道を活用した米俵マラソン大会の開催と道の駅田切の里

駒ヶ根市

飯島町役場

一般国道１５３号 伊南バイパス 延長９．２ｋｍ

至

塩
尻

飯島町

N

写真①

＜世界でここだけ！！魅力いっぱい米俵マラソン！！＞

道の駅「⽥切の⾥」
平成28年７⽉開駅

【職員の声】

伊南バイパスの開通により、現道の迂
回路が確保されたため、国道１５３号現道
を利用したマラソン大会を開催することが
できるようになりました。

平成２７年１１月撮影

写真①

＜「道の駅 田切の里」が平成28年７月16日に開駅＞

【地元農家の声】
道の駅には、生産者直売所があります。道の駅と伊南バ

イパスができることにより、駒ケ根方面からの来訪者が増
加し、交流が活性化することを期待している。

至 塩尻

至 飯田

＜主な施設（予定含む）＞
●高齢者、一人暮らし者支援事業、

・買い物、宅配サービス、安否確認サービス
●産業振興ステーション

・農産物等販売所、農民レストラン
・手打ちそばの店

●総合情報ステーション
・総合案内、観光案内 など

平成２８年７月撮影

平成２８年７月撮影



３．事業の進捗及び見込みの視点
１）事業の進捗状況

■事業進捗率は約７９％、用地取得率は１００％に至っています。（平成２７年度末）

（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は約６８％、用地取得率は１００％（平成２４年度末）

２）事業の進捗の見込みの視点

■上伊那郡飯島町飯島から上伊那郡飯島町田切（延長０．８ｋｍ）は平成２６年１１月２９日開通しています。

■残る、上伊那郡飯島町田切から駒ヶ根市赤穂（延長１．８ｋｍ）は、早期開通を目指し、工事を推進します。

－ ７ －

４．県・政令市への意見聴取結果

■長野県の意見

一般国道１５３号「伊南バイパス」は、交通渋滞の緩和や交通安全の確保、救急医療活動の支援や生活環境の改善等に寄与する必要不可欠な
事業です。

ついては、事業を継続し、積極的な予算確保により、早期開通を図るよう強く要望します。

また事業の実施に当たっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。

５．対応方針（原案）

■一般国道１５３号 伊南バイパスの事業を継続する。


